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大気化学研究会からのお知ら
大気化学研究会第四期運営委員会役員選挙結果の公表 

第四期（2005・2006年度）運営委員会役員を、2004年 10～11月に実施した選挙の結果、本会規約および選
細則に基づき以下のように決定しましたので、お知らせ致します。なお、本結果につきましては、2004 年 1
5日に開催された運営委員会に諮り、同 6日の総会において承認を得ております。また、本選挙の有権者数は

71名、投票者数は 90名（投票率 52.6%）であったことを報告致します。 
記 

  長  近藤 豊  東京大学先端科学技術研究センター 
営委員  青木周司  東北大学大学院理学研究科 

今村隆史  国立環境研究所 
笠井康子  情報通信研究機構 
梶井克純  東京都立大学大学院工学研究科 
金谷有剛  海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター 
河村公隆  北海道大学低温科学研究所 
塩谷雅人  京都大学生存圏研究所 
白井知子  国立環境研究所 
竹川暢之  東京大学先端科学技術研究センター 
谷本浩志  国立環境研究所 
坂東 博  大阪府立大学工学部 
町田敏暢  国立環境研究所 
横内陽子  国立環境研究所 

選挙管理委員会 小池真（委員長）、北和之、今村隆史、坂東博 

 
第１１回大気化学討論会のご案内 

 催 大気化学研究会 
 期 ２００５年６月１５日（水）～１７日（金） 
 場 奈良市男女共同参画センター「あすなら」 

（JR奈良駅前三井ガーデンホテル内・http://www4.kcn.ne.jp/~asnara/index.htm） 
 容：対流圏・成層圏を中心とする大気化学および関連する諸分野の研究者が集い、最新の研究成果の発表を

行う共に、意見交換や今後の研究計画を話し合うことを目的としています。 
演申込：次の要領で発表申込および講演要旨を作成し、電子メールにて送付願います。 
り先電子メールアドレス：touron@ics.nara-wu.ac.jp 

なお、講演希望者は講演申し込みと同時に参加登録をお願いします。 
［申込］1)講演題目、2)申込者氏名と連絡先（TEL、FAX、E-mail）、3)発表形式の希望（口頭、ポスター）。 
［要旨］ A4サイズ 1枚（マージン上下 30mm、左右 25mm）に、講演題目、発表者氏名（講演者に○
印）、所属、要旨をご記入下さい。尚、要旨は PDF ファイル形式で作成して下さい（PDF ファイルで
の投稿が難しい場合は、Wordまたは Text形式で作成して下さい。）。また、特殊文字の使用はなるべく
避けて下さい。 

演申込締切：５月６日(金)必着 
加登録：参加をご希望の方は、電子メールで次の内容をご連絡下さい。1) 参加者氏名、2) 所属（TEL、FAX、

E-mail）、3) 宿泊希望の有無と日程、4)懇親会参加希望の有無 （注意）奈良女子大学隣接の共済会館



「やまと」http://www.ctv-yado.jp/nara-yamato/top.html に宿泊を確保しています。宿泊料金などの詳細
は後日当ホームページでお知らせしますので確認してお申し込みください。 

参加登録締切：当日まで受付、ただし宿泊は定員に達し次第締め切らせて頂きます。 
参加登録費（講演要旨集代を含む）：6000円程度を予定（当日会場にてお支払い頂きます。詳細は後日当ホーム

ページでお知らせします）。 
懇親会：6月 16日（木）18:00時より。一般 6000円、学生 5000円程度 
申込、問合せ先：奈良女子大学理学部情報科学科 林田研究室内 第 11回大気化学討論会事務局 

E-mail：touron@ics.nara-wu.ac.jp、TEL：0472-20-3738、FAX：0472-20-3739 

 

第 13回大気化学研究会運営委員会議事録 

2005年 1月 5日 (水)  18:30 ～ 21:30 
豊川市民プラザ（大気化学シンポジウムの会場）にて 
出席者：  
現委員  近藤、笹野、笠井、横内、中澤、植松、北、松見、今村、林田 
次期委員 近藤、笠井、横内、町田、河村、谷本、金谷、白井、青木、梶井、今村、竹川 
議事内容 
１）新しい運営委員（任期 2005年 4月－2007年 3月）の選挙結果の報告 
   選挙管理員の北委員から報告があった。 
２）会員状況  
事務局（松見委員）より報告があった。 
１６年度会費納入者（平成１６年１２月１４日現在） 

一般 １７２名（新規３８名 更新１３４名） 
学生  ５５名（新規２２名 更新 ３３名） 
計 ２２７名（新規６０名 更新１６７名） 

（参考）１５年度会費納入者 
   一般 １６７名、学生 ５４名、計 ２２１名 
３）会計状況  
事務局松見委員より報告があった。 
収入：会費収入 
支出：運営委員会会場費、ニュースレター費用、大気化学討論会への補助など会員会費で運営ができている。 

４）ニュースレターの発行について 
 笠井委員より報告があった。 

2004年秋号（No. 12）を 10月に発行した。2005年春号（No. 13）を 4月に発行する予定。 
現委員がこの号まで担当する。 
記事内容：研究会役員選挙結果、運営委員会・総会報告、大気化学シンポジウムの報告、特別セッションの

サマリ、若手ショートレビュー（公募する）など。 
５）大気化学討論会およびシンポジウムの特別セッションについて 
大気化学討論会については実行委員会にプログラムを任せる。大気化学シンポジウムについては、本運営委

員会からプログラム委員を 3－4名選び、長期的な視点から特別セッションを考える。セッション企画を公募
することも考える。 

６）次回の大気化学討論会について  
林田委員より報告があった。 
日程：2005年 6月 15－17日 
会場：JR奈良駅前三井ガーデンホテル内男女共同参画センター「あすなら」 

７）次回の大気化学シンポジウムについて 
  予定 日程：2006年 1月 11日（水）～13日（金） 
     場所：豊川市民プラザ 
８）学会連携について 
近藤会長から地球科学連合の動きに関する報告があった。地球科学合同学会に大気化学研究会が積極的にセ



ッションをもつかどうか討議した。当面は、大気化学討論会、シンポジウムの年 2回の会合形式を続けるこ
とにする。 

９）会長指名の新運営委員について 
塩谷雅人氏（京大生存研）、竹川暢之氏（東大先端研）の 2名の指名があった。 

１０）副会長の選出 
  会則に基づき新しい運営委員会の互選により、坂東博委員を副会長に選出した。 
１１）新運営委員会の役割分担 
  プログラム委員   竹川、町田、谷本、塩谷 
  ニュースレター委員 白井、青木、金谷 
  選挙管理委員    横内、梶井、笠井 
１２）関連する国際会議の紹介 
  ・IAMAS 2005    北京 2005年 8月 10～12日、発表申込締切 2005年 2月 25日 
  ・AOGS 2005 シンガポール 2005年 6月 20～24日、発表申込締切 2005年 2月 1日 
  ・第 7回二酸化炭素会議 コロラド 2005年 9月 26～30日、発表申込締切 2005年 4月 15日 
  ・日・中・韓気象学会合同国際会議 東京 2005年 5月 13、14日 

 
大気化学研究会 会員総会議事録 

2005年 1月 6日（木）16：00 ～ 16：40 
豊川市民プラザ（大気化学シンポジウム会場）にて 
以下の議題に対して報告および議論があった。 
１）次期運営委員の選挙結果報告 
  選挙管理員の北委員から報告があった。 
２）研究会の今後の活動方向について（近藤豊会長より） 
３）次期運営委員会の役割分担について 
４）会員・会計状況報告 
  事務局（松見委員）より説明があった。 
５）ニュースレターの発行について 
６）次回の大気化学討論会について 
  林田委員より日程・講演会場について説明があった。 
７）次回の大気化学シンポジウムについて 
  松見委員より予定している日程場所の説明があった。 
８）関連する国際会議などについて紹介があった。 

（議事録作成：大気化学研究会事務局 松見 豊） 
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会員からのお知らせ・報告
「第 15回大気化学シンポジウム」開催報告 
東京大学先端科学技術研究センター・教授 近藤 豊 
名古屋大学太陽地球環境研究所・教授 松見 豊、水野 亮 

2005年 1月 5 - 7日の 3日間、豊川市民プラザ（豊川市）にて、太陽地球環境研究所共同利用研究集会「第 15
大気化学シンポジウム」を開催しました。第 15回目となる今回は、161名の参加者（一般 111名、学生 50名）
ありました。 
シンポジウムでは、口頭講演36件およびポスター発表67件が行われました。口頭講演では一般講演のほかに、
別企画「日本の地球観測戦略」および特別セッション「大気化学と気候の相互作用：気象学との境界領域研究

展望」の 2 つが企画されました。「日本の地球観測戦略」では、総合科学技術会議で正式決定される見込みの
球観測戦略に関して、立案の経緯や内容を立案に携わった方々から話を聞き、今後の我々の研究方向との関連

ついて議論を行いました。特別セッションでは、大気化学と気象学・気候学を統合的に捉える必要があるオゾ



ンやエアロゾルの生成消滅過程や気候・放射モデルなどについて講演があり、境界領域の重要性について議論を

行いました。一般講演では、対流圏微量成分のエアロゾルの生成・輸送・消滅に関するものから、成層圏大気モ

デルに関する講演まで、幅広い大気化学の分野の発表があり、活発な討論がなされました。 
 ポスター発表は合計 67 件を数え、特に若手研究者による発表と活発な質問のやりとりに、シンポジウム開
催中は合計 5時間近くにわたって、熱気にあふれたセッションとなりました。汚染気体、エアロゾル、地球温暖
化、モデル計算、反応速度計測、装置開発など、テーマ別にじっくりと個別に議論を深めることができたようで

す。 
 大気化学シンポジウムは、国内の大気化学研究者が一同に集う重要な機会となっており、今後ともこのシン

ポジウムを通して、大気化学研究の最新の成果報告や情報交換、方向性・将来性を議論する場を提供していける

ように、継続した開催を維持していきたいと考えています。 

 
 
若手ショートレビュー  

成層圏の微細な流れを探る～オゾンの薄層構造の研究 

奈良女子大学 理学部 野口克行 

成層圏の物質輸送過程に対する理解は、過去２０年余りの中層大気力学の発展によって飛躍的に進んだ。惑星

規模の力学過程に関しては、理論を裏付ける形で全球をカバーする客観解析データや衛星観測データが利用され、

波動平均流相互作用による子午面循環の駆動やプラネタリー波砕波に伴う南北方向の物質混合といった過程が次

第に明らかになってきた[例えばAndrews et al., 1987]。しかしメソスケール（鉛直スケール数 km以下、水平ス
ケール数百 km以下）の力学過程に関しては、そのスケールが現在の客観解析データや衛星観測の分解能程度か
それ以下となるため、利用可能な観測データの時空間範囲が限られてしまい、理解があまり進んでいない。その

ため、実体はよくわからないものの、より大きなスケールの力学過程や化学場に対して拡散的な作用を与えると

考えてとりあえず渦拡散係数の形でパラメータ化されるに留まっている。 
 メソスケールの大気の流れを観測的に明らかにする方法の一つとして、寿命の長い微量気体をトレーサーとし

て利用する手法が挙げられる。流れる空気塊の中で化学的な変化がなければ微量気体の混合比は保存されるため、

混合比が異なればその空気塊の起源も異なると考えられる。微量気体の高度分布を一地点で観測したとき、鉛直

スケールが数 km以下の薄い層が単独または複数重なった状態で現れることがしばしばある。このような薄層構
造は、異なる領域を起源とする空気塊がその地点にやって来た結果生成されると考えられる。トレーサーの薄層

構造の生成起源を調べることは、メソスケールの大気の流れを解明する手がかりになると言える。 
下部成層圏で数ヶ月程度の寿命を持ちトレーサーとして扱えるオゾンは、このような薄層構造の研究に利用さ

れている物質の一つである[Dobson 1973; Reid and Vaughan, 1991]。オゾンは古くからゾンデによる観測手法が
確立しており、世界各地の気象官庁等によるオゾンゾンデ観測データが世界オゾン・紫外日射データセンター(Ｗ
ＯＵＤＣ)に集められている。近年、鉛直分解能が高い良質なデータを WOUDC からインターネット経由で入手
できるようになった。オゾンゾンデによる観測は、単発では時空間が限られた観測であるが、WOUDCの膨大な
データアーカイブを利用することで広い時空間範囲をカバーする解析が可能となる。 
 本研究では、客観解析データでは分解できないようなメソスケールの輸送過程を解明することを最終目的とし、

WOUDC のデータを利用してオゾンの高度分布に現れる薄層構造の時空間分布と起源に関する大規模な統計調
査を実施した。解析においては、WOUDCから配布されるデータのうち高度分解能が 100m以下である観測所(24
箇所)のデータを選び、1万本以上の高度分布を使用した。データにはオゾン数密度のほかに気温や風速も気圧（高
度）の関数として収められている（風速は一部の観測所にのみ収録）。 
 オゾンの薄層構造の生成機構は、（不均質反応などの化学変化がなければ）大きくは水平移流と鉛直移流に分け

られる。水平・鉛直移流の区別は、温位とオゾン混合比の相関を調べることにより可能である[Teitelbaum et al., 
1996; Ogino et al., 1997]。温位の変動は空気塊の断熱的な鉛直変位によると仮定すると、オゾンと温位の相関が
高い場合にはオゾン変動は大気の鉛直移流に起因するとみなせる。従って、この相関を調べることにより、観測

されたオゾン変動に鉛直移流がどの程度寄与しているか推測できる。このような鉛直移流を引き起こすのは、中

層大気では主に大気重力波であると考えられている。 
 このようにして、下部成層圏におけるオゾン混合比と温位の相関係数を観測所ごとに求め、その季節変化の緯

度依存性を調べると図のような結果となった。相関係数は、オゾン混合比と温位の高度分布を 100m毎に格子化
した後、高周波フィルタで鉛直波長 2km以下の変動成分のみを取り出してそれらの相関を求めた。低緯度で相関



が良くなるのは、活発な積雲対流活動に伴う大気重力波の影響だと考えられる[Grant et al., 1998]。高緯度では、
対流圏界面付近で相関が若干良くなっているものの季節を通して相関は悪い。中緯度では顕著な季節変化が見ら

れ、夏から秋にかけて相関が良い。 
 ここで、特に中緯度における相関係数の季節変化に着目し、その原因を明らかにするために鉛直移流を引き起

こしている大気重力波の活動度を調べた。大気重力波の活動度としては気温変動から求められる重力波のポテン

シャルエネルギーを用いた。その結果、中緯度ではむしろ冬の方が大気重力波の活動は活発であることが分かっ

た。このことは過去の大気重力波の研究とも矛盾しない[例えば Tsuda et al., 2000]。また、相関が悪い冬から春
にかけてはオゾン変動の振幅は大きく、逆に相関の良い夏から秋にかけてはオゾン変動の振幅は小さいというこ

ともわかった。従って、中緯度における相関係数の季節変化は、鉛直移流を引き起こす過程（つまり大気重力波）

の季節変化によるのではなく、鉛直移流を上回る大きさの水平移流起源のオゾン変動が冬から春にかけて存在す

るためと考えられる。このような傾向は本研究で初めて明らかになったものである。 
 次の課題は、このような水平移流を引き起こす力学過程の正体を明らかにすることである。水平移流による薄

層構造の生成過程の有力な説としては、冬季のプラネタリー波砕波などで生成されるフィラメント状の水平構造

が大規模な風の鉛直シアーによって変形され、鉛直方向に薄層構造が作り出されるというものがある[Haynes 
and Anglade, 1997など]。例えば、短時間間隔でオゾンゾンデを放球する集中観測と後方流跡線計算を組み合わ
せた事例解析[Tomikawa et al., 2002]を様々な時期や場所にて実行することにより、このような機構がどの程度有
効に働いているのかを検討できるであろう。また、本研究で存在が明らかになった水平移流が、不可逆的な物質

輸送にどの程度寄与しているのかも興味深いところである。本研究で明らかになった観測事実により、成層圏に

おけるメソスケールの力学過程の分布と起源について新たな問題が提起されたと考えている。 
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お詫びと訂正：会員にお配りしたニュースレター印刷版では若手ショートレビュー著者の野口克行博士の名前を

誤って印刷しておりました。ここにお詫びを申し上げまして、訂正を致します。 
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